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健
康
の
は
な
し 

 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て   

 
 

事
務
局
長 

小
軽
米 

文
仁 

 

 

優しさ と思いやり 
 

· 市民に信頼され、満足していただ
ける、安全な病院を目指します 

 
· 市立病院としての誇りを持ち、地
域に貢献できる病院を目指します 

 
· 患者さまと私たちが勇気と希望を
共有できる病院を目指します 

市立小樽病院基本理念 

小樽病院広報委員会 

発行日 

平成１８年11月 

ん
。
ま
た
、
子
供
で
は
、
注
射
の
６-

12

時
間
後
に
熱
が
出
て
、
１-

２
日
発
熱
が

続
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
重
篤
な
副
反

応
は
ま
れ
で
す
が
、
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
る
人
や
、
い
ま
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
で

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
た
こ
と
が

あ
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
師
に
よ
く

相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
の
発
生
は
、

毎
冬
、
11

月
か
ら
４
月
こ
ろ
に
か
け
て

見
ら
れ
ま
す
。
流
行
前
に
、
10

月
以

降
、
遅
く
と
も
12

月
前
半
ま
で
に
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
済

ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 

（
内
科
医
長 

竹
藪
公
洋
） 

 
 

毎
年
、
冬
に
な
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
が
、
必
ず
起
き
ま
す
。
一

九
九
〇-

一
九
九
九
年
の
統
計
に
よ
れ

ば
、
毎
冬
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
関
与
で
約
３
万
６

千
人
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
重
症

に
な
り
や
す
い
人
た
ち
ー
65

歳
以
上
の

方
、
心
臓
・
肺
・
腎
臓
の
慢
性
疾
患
を

持
つ
方
、
ぜ
ん
そ
く
患
者
、
糖
尿
病
患

者
、
免
疫
不
全
患
者
、
重
症
の
貧
血
患

者
等
ー
に
は
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
65

歳
未

満
の
健
康
な
成
人
の
研
究
で
は
、
流
行

ウ
イ
ル
ス
が
ワ
ク
チ
ン
株
ウ
イ
ル
ス
と

遺
伝
子
的
に
同
様
な
場
合
に
は
70-

90

％

の
予
防
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
老
人
や

慢
性
疾
患
を
持
つ
介
護
施
設
の
入
所
者

で
は
、
入
院
や
肺
炎
を
50-

60

％
、
死
亡

を
80

％
減
ら
す
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
と
し
て
時
に
は
注
射
部
位
の
痛
み
が

２
日
ほ
ど
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
通

常
、
日
常
の
活
動
に
支
障
は
あ
り
ま
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て  
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病
院
を
英
語
で
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
い
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
の
意
味
は
「
見
知
ら
ぬ

人
の
お
世
話
」
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル
も
同
じ
語
源
で
す
。
ま
た
、
ホ
ス
ピ
タ
ル

か
ら
生
ま
れ
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。 

 

急
に
小
樽
観
光
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
昭
和
61

年
に
今
の
小
樽
運
河
が
完
成
し
、

旅
行
雑
誌
や
女
性
誌
に
数
多
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
や
全
国
区
の
観
光
都

市
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
常
に
課
題
と
さ
れ
て
き
て
い
る
の
が
『
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上
』
で
す
。
よ
く
北
海
道
観
光
は
「
料
理
は
一
流
、
サ
ー
ビ
ス

は
三
流
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
問
題
で
す
。 

 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は
、
親
切
に
『
も
て
な
す
』
こ
と
を
い
い
ま
す
。
漢
字
で
は

「
遇
な
す
」
と
書
き
ま
す
が
、
こ
の
意
味
は
思
い
が
け
ず
出
会
っ
た
人
に
対
し
、
振

舞
う
、
施
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
観
光
と
病
院
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
い

う
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
今
、
病
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
は
「
患
者
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

お
も
て
な
し
」
で
あ
り
、
「
技
術
は
一

流
、
サ
ー
ビ
ス
は
？
流
」
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
全
職
員
が
今
一
度
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

新
病
院
の
建
設
は
、
場
所
が
決
ま
り
平
成
23

年
秋
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
実
質
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
建
物
が
新
し
く
な
る
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、
今
以

上
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
溢
れ
た
病
院
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

院
長
を
先
頭
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

 

 

優しさ と思いやり 
 

· 市民に信頼され、満足していただ
ける、安全な病院を目指します 

 
· 市立病院としての誇りを持ち、地域
に貢献できる病院を目指します 

 
· 患者さまと私たちが勇気と希望を
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お
ま
た
せ
し
ま
し
た 

 

理
学
療
法
室 

よ
り 

 

当
院
で
は
、
10

月
か
ら
地
域
医
療
連
携
室

が
本
格
的
な
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
主
な

仕
事
と
し
て
、
他
の
医
療
機
関
か
ら
の
患
者

さ
ま
の
紹
介
を
い
た
だ
き
、
予
約
・
受
付
を

し
た
り
、
、
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
患
者

さ
ま
の
そ
の
後
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
。 

今
ま
で
は
、
発
病
か
ら
治
癒
ま
で
の
間
、

総
合
病
院
で
治
療
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
患
者
さ
ま
の
お
住
ま

い
の
近
く
の
医
院
、
診
療
所
を
か
か
り
つ
け

医
し
て
決
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
医
療
機
関

と
当
院
が
患
者
さ
ま
に
か
か
る
情
報
を
交
換

し
、
お
互
い
の
医
療
機
関
の
長
所
を
生
か
し

な
が
ら
最
善
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
お
り
ま
す
。
患
者
さ
ま
に
は
。
重

複
す
る
検
査
や
処
方
が
な
く
な
る
こ
と
、
待

ち
時
間
や
通
院
の
交
通
費
が
減
少
す
る
こ

と
、
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
て
も
当
院
で

の
受
診
内
容
、
処
方
内
容
が
容
易
に
わ
か
る

な
ど
の
利
点
が
あ
り
、
医
療
費
の
自
己
負
担

Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
紹
介 

は
じ
め
ま
し
て
！ 
地
域
医
療
連
携
室
紹
介
で
す 

も
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
患
者
さ
ま
、
か
か
り
つ
け
医
、
当

院
と
の
橋
渡
し
役
を
担
う
の
が
地
域
医
療
連

携
室
で
す
。 

 

地
域
医
療
連
携
室
を
と
お
し
て
の
初
診

は
、
受
付
の
必
要
も
な
く
、
普
通
よ
り
も
待

ち
時
間
が
少
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
是
非
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

（
地
域
医
療
連
携
室
看
護
師
長 

金
谷 

順
子
） 

 

栄
養
上
問
題
が
あ
る
と
、

疾
病
の
治
癒
率
、
合
併
症
発

生
率
、
合
併
症
の
程
度
、
死

亡
率
、
入
院
期
間
に
対
し
て

明
ら
か
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。 

 

Ｎ
Ｓ
Ｔ
（N

u
tritio

n
 S
u
p
-

p
o
rt T
e
a
m
 

）
と
は
栄
養
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
こ
と
で
、

患
者
さ
ま
の
予
後
の
改
善
、

医
療
費
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
医
師
、
看
護

師
、
臨
床
検
査
技
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養

士
、
医
事
課
職
員
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
今

年
７
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

活
動
内
容
は
病
歴
、
食
事
歴
、
身
体
測
定

値
、
検
査
デ
ー
タ
な
ど
か
ら
栄
養
不
良
の
可

能
性
が
あ
る
患
者
さ
ま
の
有
無
を
検
索
し
ま

す
。
そ
し
て
、
担
当
医
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
、
患
者
さ
ま
の
栄
養
状
態
評
価
・
回
診

な
ど
を
行
い
、
栄
養
治
療
計
画
を
提
示
し
て

い
ま
す
。 

 

活
動
内
容
に
は
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点

が
多
く
試
行
錯
誤
の
段
階
で
す
が
、
皆
で
話

し
合
い
努
力
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
委
員
長 
権
藤 

寛
） 

 
長
年
に
わ
た
り
待
ち

望
ん
で
い
た
ス
ペ
ー
ス

の
拡
張
が
い
よ
い
よ
実

現
し
ま
し
た
。
旧
４
―

１
病
棟
を
整
備
、
９
月

５
日
よ
り
新
理
学
療
法

室
で
の
診
療
を
開
始
し

ま
し
た
。
広
さ
は
２
倍

以
上
、
明
る
く
開
放
感

が
あ
り
、
窓
か
ら
は
天

狗
山
、
毛
無
山
の
木
々

の
紅
葉
、
フ
ェ
リ
ー
ふ

頭
な
ど
と
小
樽
の
自
然
が
一
望
で
き
ま
す
。

病
室
で
天
井
を
見
つ
め
て
い
る
患
者
さ
ま
の

気
分
転
換
の
一
助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
ス
タ
ッ

フ
も
ゆ
と
り
を
も
っ
て
治
療
に
あ
た
る
こ
と

が
で
き
た
い
へ
ん
満
足
し
て
い
ま
す
。 

 

新
し
い
理
学
療
法
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
畳
の
部
屋
を
設
け
る
な
ど
、
家
庭
生

活
に
よ
り
近
い
環
境
で
体
の
動
き
を
訓
練
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
し
き
り
を
作
っ
た
こ
と
で
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
も
配
慮
し
て
い

ま
す
。 

 

新
た
な
設
備
に
加

え
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が

さ
ら
に
知
識
の
吸
収
・

研
さ
ん
を
積
む
こ
と

で
、
患
者
さ
ま
の
一
日

も
早
い
家
庭
復
帰
・
社

会
復
帰
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 
 

（
主
任
理
学
療
法
士 

  

佐
藤 

耕
司
） 

樽病だより樽病だより樽病だより   
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整備された訓練室 

新たに設置した和室 回診の様子      

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
ご
希
望
の
方
は
、
一

般
の
場
合
は
内
科
に
、
中
学
生
以
下
は
小
児
科
に
、

新
患
ま
た
は
再
来
の
受
付
を
し
て
受
診
願
い
ま
す
。

医
師
の
診
察
の
結
果
に
よ
っ
て
接
種
の
可
否
を
判
断

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
接
種
し
た
場
合
は
、

そ
の
後
30
分
程
度
、
状
態
観
察
の
た
め
に
待
機
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 《

内
科
》
月
〜
木
曜
日
の
午
前
の
診
療
時
間
内
。 

 

《
小
児
科
》
火
、
木
曜
日
に
午
後
３
時
〜
４
時
。 

年
齢
に
よ
っ
て
２
回
接
種
を
要
し
ま
す
。
来
院
日
の

前
日
午
前
12
時
ま
で
に
予
約
願
い
ま
す
。
新
患
や
再

来
の
場
合
と
も
に
、
①
番
窓
口
に
申
し
出
て
受
付
願

い
ま
す
。
な
お
、
受
付
は
予
約
時
間
の
10
分
く
ら
い

前
に
お
願
い
し
ま
す
。 

  

内
科
、
小
児
科
は
、
土
、
日
曜
日
、
祝
日
や
年
末

年
始
の
休
診
日
と
、
そ
の
前
日
（
金
曜
日
及
び
11
月

22
日
、
12
月
28
日
）
も
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。 

  

料
金
は
、
１
回
に
つ
き
、
２
，
２
５
０
円
で
す 

（
消
費
税
等
を
含
み
ま
す
）
。 

  

小
樽
市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
内

部
障
害
の
あ
る
障
害
者
は
60
歳
以
上
）
は
、
平
成
19

年
1
月
31
日
ま
で
の
接
種
に
公
費
助
成
が
あ
り
ま
す

の
で
、
１
，
０
０
０
円
の
自
己
負
担
で
接
種
で
き
ま

す
。
な
お
、
住
所
、
年
齢
等
の
確
認
の
た
め
健
康
保

険
証
等
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
居

住
で
生
活
保
護
受
給
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
生

活
保
護
手
帳
な
ど
を
提
示
し
て
頂
く
と
自
己
負
担
が

無
料
に
な
り
ま
す
。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ 

ミーティング 


